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Ⅰ．事業概要

Ⅱ．進捗報告の概要

Ⅲ.活動実績　

Ⅳ. 事業実施後（1年以降）に目標とする状態への所感（中間時点）

自由記述

以下の目標に対して、想定の活動を順次進めており、本事業終了後も視野に、玉名市役所関係各課と玉名市事業としてもでぃんぐる継続に協力でき

るあり方を探り始めたところ。玉名市役所といかに協働することで「子どもの居場所支援」全体をより多くの人に広げていく取り組みにしていくの

か、後半はこの点についても目標としていきたい。

①コロナ対策を万全にしながら、引き続き運営及び登録手続等を行い、「居場所」が深刻に必要な、より多くの児童が利用できるようになる。

②「新しい居場所支援」の仕組みを構築し、未利用児は「居場所」へ⾄りやすく、利用児においても「居場所」が感じられるようにする。

③医療福祉用イラストバンク構築により、利用児が社会と関わる経験を持つとともに、理解者・支援者が増えている。

④これまでの仕組みづくり等のプロセスを含む報告書を作成・配布し、関係者への事業報告会を開催することで、活動の周知連携が広がっている。

活動 進捗状況 概要

【開所関係】

●火水木10:00～15:00開所

（困難ケースは月金個別対

応）、体験活動等

【登録手続】

●見学に来館のうえ相談員

と面談(月曜・金曜)。

●受理会議を行い登録

計画通り

●不登校歴が長期化する中で自宅から出る事が難しかった児童がYouTube上で

「でぃんぐる」の様子を視聴し、来所につながった。

●基礎疾患があるため、でぃんぐるに来所できず、コロナ禍の中でYouTube配信を

通じてででぃんぐると繋がっている児童に対し、でぃんぐるを会場としたZOOMに

よる遠隔利用を行った。

●中学校に３年間全く登校していないある児童について、学校側の申し出により、

校長がでぃんぐるに来所し、卒業証書の授与を行った。

①登録者数現在22名→40名

②LINE スタンプ 作り2・YouTube 配信27

③医療福祉用イラストバンク（12イラスト）

④3/13でぃんぐる運営委員会全員にて集合会議を開催。「ミッションの明文化」「子どもたちの変化

の可視化」に向けて、でぃんぐるにおけるアセスメントの基本項目をまず話合い整理した。

①登録人数の倍増（登録者数22名→50名程

度）

②LINE スタンプ 作り・YouTube 配信を安定

して継続する。（それぞれ毎月1つ程度、計

12程度）

③医療福祉用イラストバンク構築（24イラス

ト程度）

④これまでの仕組みづくり等のプロセスを含

む報告書を作成・配布し、関係者への事業報

告会を開催することで活動の周知ができてい

る

事業概要

①コロナ後において、社会的ニーズがさらに深刻化していると推察されるにも関わらず、制度の狭間となっている「子どもの居場所支援」につい

て、『子どもの第3の場でぃんぐる』を先駆的なモデル事例として引き続き設置運営していく。

②『ステイホームが要請される環境下』において家にも学校にも居場所が無い子ども達の為にコロナ環境下での「新しい居場所支援」の仕組みの構

築を目指す。（LINE スタンプ 作り・YouTube 配信・医療福祉用イラストバンク構築など、これまでになかった新たな取り組みによって「居場所」

へ⾄りやすい仕組みづくりを構築する。）

総括

全体として、想定の活動を順次進めている。本事業終了後も視野に、日本財団の「子どもの第三の居場所」の枠組みが示されたことから、玉名市役

所関係各課と玉名市事業としてもでぃんぐる継続に協力できるあり方を探り始めたところ。

玉名市が協力を表明してくれており、本事業終了後「フードバンク玉名」と「でぃんぐる」との協働が始まる見込み。

進捗状況
アウトプット（今回の事業実施で達成される

状態 ）

事業対象者:

進捗報告書 （実行団体）

事業名: 子どもの第3の場でぃんぐるwithコロナ

資金分配団体: 熊本県新型コロナウイルス対応緊急支援協議会構成団体

実行団体名: 子どもの第3の場 でぃんぐる 運営委員会

実施時期: 2020年10月～2021年9月

事業対象地域: 熊本県

概ね6～18歳で身辺自立をしている不登校・引きこもり状況にある、または危惧される児童



Ⅴ．インプット

Ⅵ. 事業上の課題

Ⅶ. その他

有無

無

無

無

Ⅷ. 広報実績 

広報内容 内容

メディア掲載（TV・ラジ

オ・新聞・雑誌・WEB

等）

広報制作物等

報告書等

自由記述

特になし

合計 ¥4,742,880 ¥4,305,045 ¥9,047,925 ¥4,078,481 45%

補足説明 特になし

事業実施上顕在化したリスク/阻害要因とその対応

でぃんぐるは、その性質上、メディアでの広報が難しいところがある（児童のプライバシーの面とスクールソーシャルワーカー経由のため広報して

も誰でもは利用できる訳ではない）が、児童を中心に考えた場合、私たちのすべき広報は、不特定多数にではなく上記のような、行政などの必要な

組織に対する広報が大事であることを再認識した。

44%

管理的経費 ¥778,000 ¥778,000 ¥1,556,000 ¥768,000 49%

¥3,310,481
事業費

直接事業費 ¥3,964,880 ¥3,527,045 ¥7,491,925

執行率2020年度 2021年度 合計 執行金額


